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 取組の背景と目的 

① 取組の背景・経緯 

 今回の取り組み対象地域である「浜通り」と呼ばれる地区は、海岸線と並行した南

北約 1.5km にわたる街道で、大正末期から遠洋マグロ・カツオ漁と近海サバ漁等の魚

の集散地となり、水産加工基地として発展した、焼津の漁業発祥の地域である。 

駿河湾を目の前にする「浜通り」には、強風を避けるための低い家並みと勾配の緩

やかな屋根、高波をせき止めるための波除け、高潮を逃がすための小路など、他地区

にない独特の建築様式と様々な工夫がなされ、現在でもその歴史的な街並みを見るこ

とができる。 

「浜通り」の地域産業である水産加工業は、現在も通り沿いに 20 軒を超える水産加

工場があり、鰹節や黒はんぺん等が焼津の特産品として製造されている。 

 また、明治の文豪「小泉八雲」が毎年夏に訪れ、数々の著作を執筆したゆかりの地と

しても知られており、これらの事由により今後の焼津市の賑わい交流拠点として発展

する可能性を大いに有している。 

 しかし、住民の高齢化等の社会情勢の変化や、狭隘道路に面した建て替え困難な建

造物が多いことなどによる人口流出もあり、空き家、空地が増加した結果、「浜通り」

の景観に悪影響を与えている。 

また、土地利用者等の情報を把握できていないため、今後の街並みの保全、空き家、

空地の利活用を検討する上で、情報の更新が必要である。 

 そこで、浜通りの貴重な歴史や文化を守り活かし、街並みの保全及び地域の活性化

に取り組むため、地元関係者、企業、金融機関、焼津市等により組織されている「浜通

り活性化フォーラム」及びその事務局を担う「焼津市観光協会」が主体となって、浜通

りの空き家、空地、未利用地の状況調査を行い、今後の利活用の方向性を検討するた

め、本モデル調査に申請を行った。 
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② 取組の目的 

焼津の水産業発祥の地である「浜通り」で暮らす地域住民の誇りである、貴重な歴

史的・文化的な街並みを守り活かし、地域の活性化に繋げるため、空き家・空地の解消

による街並みの再生、賑わいの創出に取り組み、「浜通り活性化フォーラム」が地域の

将来像として掲げる「人と歴史で和気あいあいと交流する焼津発祥の地浜通り」の実

現を目指す。 

これまで焼津市観光協会及び浜通り活性化フォーラムでは、「浜通り」の歴史・文化

の継承、賑わいの創出のため、歴史ある古民家の活用方法の検討や、街並みや歴史・文

化に触れることのできるイベントの開催、まち歩き用のマップの作成・配布等を行い、

賑わいの創出に努めてきた。 

今後、地域の高齢化・過疎化が進み、空き家・空地が急激に増えている中で、住民の

移住や新規店舗の出店など、継続的な空き家・空地の利活用に繋げるためには、組織

として今後より一層継続的かつ強力に「浜通り」の歴史や文化、街並みを保存・活用す

るための体制を整える必要がある。 

このため、本事業を活用し、浜通り活性化フォーラムにおいて大学生等の若年層の

巻き込みなど、継続的かつ強力に事業を行える組織の形を検討していきたい。 

「浜通り」の持つ地域資源を活用して、趣のある空き家を活用した住民の移住や飲

食店等の誘致を進めるとともに、焼津の水産業の発展に寄与した偉人の生家を改修し

て賑わい交流拠点として再整備した「帆や」を活用し、観光協会が率先しモデルイベ

ントとなる特産品の加工体験やマルシェなどのイベント等を開催することで、空き家・

空地の効果的な利活用に結び付け、浜通りの伝統文化の継承を図りつつ、交流人口の

拡大に繋げる。 

また、地域性や公共性を有する焼津市観光協会が、「浜通り」の空き家・空地につい

ての情報を集積することで、新規参入希望者等と空き家・空地の利活用を希望する土

地所有者のマッチングを円滑化するほか、市の補助制度の活用を推進することで参入

障壁を低減し、浜通りの活性化に寄与する。 
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（２）取組の流れ（フローとスケジュール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1 取組の流れ（イメージ） 

 

＜調査方法と調査結果概要について＞ 

１．本事業の連携機関である浜通り活性化フォーラム（※）に対する事業の企図及び活動 

方法の説明と意見交換を実施。（令和５年９月下旬） 

※焼津市観光協会、地元自治会、地元企業、NPO法人浜の会、焼津市商工観光課、しず

おか焼津信用金庫お客様サポート部等 

２．調査対象地域の下見実地調査を実施。（令和５年１１月～１２月） 

３．調査進捗状況について月次報告書の取り纏めと提出。 

４．本調査を実施。下見調査により特定した物件について、空き家または空地の所有者名

と登記時点での所有者住所を特定して調査対象物件軒数を２１物件抽出して調査を実

施した。（令和５年１１月～令和６年１月下旬） 

５．中間報告書の取りまとめと中間報告会への参加（令和５年１１月１６日） 

６．浜通り活性化フォーラムへ調査結果の報告（令和６年１月２５日） 

７．ＦＡＭトリップ実施（令和６年１月３１日） 

８．交流会を実施。（令和６年２月１７日） 

９．成果報告書の取りまとめと成果報告会への参加（令和６年２月１６日） 
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（３）取組の体制 

・浜通りの活性化に取り組む関係諸団体を包括する浜通り活性化フォーラムの事務局であ

る（一社）焼津市観光協会が主体となり実施。 

・地元金融機関であるしずおか焼津信用金庫が中心となり、情報の集積や所有者と参入希

望者等とのマッチングを図る。 

・令和４年度に焼津駅前商店街でモデル事業に取り組んだ商工会議所とも連携し、空き

家・空地の調査及び利活用のノウハウの横展開を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2 取組の体制  

浜通り活性化フォーラム 参加者の役割 
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（４）取組の対象とする地域（土地）の概要 

・取組の対象地域は、焼津市の水産業発祥の地として知られ「浜通り」の呼び名で親しま

れている。文献（※）によると、古くは文禄１３年（１７００年）の浜通りに、人口運河

（堀川）が掘られ、漁船が駿河湾と行き来する物流機能が既に発達しており漁業の発展

を担ったとされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）出典：浜通り活性化フォーラム交流事業資料より 

 

・浜通りは令和２年３月に焼津市より「浜通り周辺景観まちづくり重点地区」に指定され

ている。浜通り周辺は、沿岸部特有の伝統的な家屋、信仰の場所、小路等が点在するな

ど地域固有の景観を形成しており、この歴史的な街並みや風情を保全する目的として住

民、事業者、行政等の協働による景観まちづくりを推進する地区「浜通り」が本事業の

取組対象地域となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）出典：焼津市「浜通り周辺景観まちづくり重点地区計画」より 
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・浜通りは、南北全長約１．５km、東には駿河湾の海岸線と、西には堀川（黒石川水幹

線）に挟まれた面積２２．５ヘクタール（東京ドーム約５個分）僅かの土地に、船元や

漁師、水産加工業者らを中心に職場と住居が混在、密集する水産業地域として街並みを

形成していた。 

・昭和２９年（１９５４年）に東洋一の規模を以って開港した焼津港（旧港）は、遠洋漁

業の集積地として焼津市の水産事業発展の礎となり、隣接する浜通り地域の人口は昭和

当時最多１万１千人が居住されていたと言われている。その後、遠洋漁業を巡る国際情

勢の大転換期となった国連海洋法条約の提唱による所謂「排他的経済水域（２００海里

海域）」に日本が批准した昭和５２年（１９７７年）を境に漁獲量の減少が続き、平成

１７年には浜通り地域から西に離れた場所に焼津新港が開港し、従来の焼津港（旧港）

の機能は新港に全て移転となった事から、浜通り地域にあったかつての賑わいに陰りが

生じると共に、元々従来課題としてある少子高齢化の追い打ちにより地域の人口減少が

急激に進行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現在の浜通り地域の街並み）  
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・これまで焼津市観光協会及び浜通り活性化フォーラムでは、「浜通り」の歴史・文化の継

承、賑わいの創出のため、毎年夏に「浜通り 夏のあかり展」を開催するほか、焼津の水

産業の発展に寄与した偉人の生家を改修して賑わい交流拠点として再整備した「帆や」

を活用した特産品の加工体験やマルシェなどのイベント等の開催、まち歩き用のマップ

の作成・配布等を行ってきたが、どれも一時的なにぎわいの創出に留まり、住民の移住

や新規店舗の出展など、継続的な空き家・空地の利活用には繋がっていない現状がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・令和５年９月１日、２日に開催した「第 14 回浜通り 夏のあかり展」の様子。 

  浜通り沿い約３５０ｍの間に行灯を約４００基設置し、夏の夜を彩った。 

市内外から見物客が訪れ、賑わいを見せた。２日間来場者計：約６，５００人 

 

 

 

 

 

 

 

 

服部家「帆や」改修前              改修後 

 ・焼津水産業の発展に寄与した偉人の生家を賑わい交流拠点として利活用するため、令和

２年度より改修を行い、令和３年４月「帆や」として開業。 

 ・宿泊を軸とした「体験型ゲストハウス」としてスポーツや食を通した健康を提供しつつ、

地元等との交流イベントの実施により賑わいを創出する拠点として運営。 

 ・定期的なマルシェ等の開催により賑わいを見せるが、一過性に留まっている。 

 

図表 4 地域取組（活動）の内容  
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（５）取組の全体像（事業スキーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 5 事業スキーム 
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（６）取組の活動内容 

 ①本事業の連携機関に対する事業の企図及び活動方法の説明と意見交換 

１．具体的な取り組み内容 

本事業の連携機関である浜通り活性化フォーラム（※）に対する事業の企図及び活 

動方法の説明と意見交換を実施。（令和５年９月下旬） 

※焼津市観光協会、地元自治会、地元企業、NPO法人浜の会、焼津市商工観光課、 

しずおか焼津信用金庫お客様サポート部等 

 

２．問題となったこと・苦労したこと 

本調査事業の実施には、対象地域の住民理解と賛同が不可欠となる為、事前に事業 

説明を実施した。 

本調査事業の方法や目的について、地域住民それぞれが抱く思いや希望との目線合 

わせに当初苦慮した。地域住民の代表として、自治会長に対して複数回に亘り丁寧 

な意見交換を重ね、最終的には理解と賛同が得られた。 

 

３．工夫した点、特徴等 

自治会長を筆頭に、複数のステークホルダーを巻込み、本事業に対する地域の多様

な意見に寄添う姿勢を示す事で、地域全体の理解と協力が得られた。具体的には、

合計３回の説明会を以下の内容で実施した。 

（１）浜通り活性化フォーラムの役員会にて自治会長等に説明を実施。 

（２）浜通り活性化フォーラムの定例会にて同会に所属する会員向け説明会を実施。 

（３）地域住民を対象とした集合説明会を実施。 

（４）調査の目的、調査方法、スケジュール等を記載した地域住民向けの周知文書

を配布する事とした。 
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 ②調査対象地域の下見実地調査を実施 

１．具体的な取り組み内容 

令和５年１１月～１２月にかけて、調査対象地域の下見実地調査を実施。同調査は、

対象地域全域を徒歩による目視調査を行い、物件の外形・外観から空き家または空

地と推測される物件を特定して、ブルーマップに表記を行った。 

（令和５年１１月～１２月） 

 

２．問題となったこと・苦労したこと 

目視での空き家・空地の特定に苦慮した為、複数回の下見調査を要した。 

調査対象地域は閑静な住宅地であり、地域住民の生活の場に立ち入る事になる事か 

ら、周囲に不信感や誤解を与えぬよう配慮に努めた。 

 

３．工夫した点、特徴等 

  下見調査に先立ち、地域住民に対して周知案内文書を作成して配布を行った。調査

委託先のしずおか焼津信用金庫は、同信用金庫公式イベントジャンパーを着用して

調査を実施する旨の案内を実施したことで、調査の認知度は高まったと思料される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査周知文書  
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③本調査の実施 

１．具体的な取り組み内容 

下見調査を経て、調査対象地域の現状確認とそれを踏まえた効果的な調査方法を

検討した上で、本調査方法を決定して実施した。 

下見調査により特定した物件については、当該物件を含む公図を取得して地番を

特定した事で、不動産登記事項全部証明書を取得した。これにより、空き家また

は空地の所有者名と登記時点での所有者住所を特定して調査対象物件軒数を２１

物件抽出した。調査対象の２１物件については、以下複数方法により調査を実施

した。（令和５年１１月～令和６年１月下旬） 

調査委託機関の信用金庫と取引が有る所有者が大半であり、信用金庫と面識があ

る住民もいる為、直接訪問による面談意向調査を行った。（１６軒） 

②、③、④、⑤、〔⑥、⑦（※１）〕、⑧、⑨、⑪、⑬、⑭、⑯、⑰、⑱、⑲、⑳ 

（※１）⑥、⑦は同一所有者 

空き家と推測する住所地と、不動産登記事項全部証明書に登記されている所有者

住所が同一の場合は、近隣住民から所有者情報の聞き取り調査を行い、それに基

づき所有者との接触を図る事が出来れば意向調査を行った（５軒）。 

①、⑩、⑫、⑮、㉑ 

（※２）物件番号①～㉑については、所有者と物件が特定される為、非開示とする。 

 

２．問題となったこと・苦労したこと 

所有者の所在把握に苦慮した。 

     所有者と実権者が必ずしも同一とは限らなかった。一例として、高齢の親が所有

者であるが、物件の管理や今後の利用予定については子供に任せている。また、

子供は県外在住で日中は仕事の為連絡が取り難いなどが挙げられる。 

 

３．工夫した点、特徴等 

調査により得た情報については、物件ごとにグーグルマイマップにデータ入力を

実施した。これにより、物件所有者の意向等を継続的にモニタリングする仕組み

とツールを今後も標準化して備える事が出来た。 
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③グーグルマップへのデータ入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  空き家・空地のレイヤ登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  空き家の貸出意向がある所有者と物件情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  空地の貸出意向がある所有者と物件情報 
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④浜通り活性化フォーラム定例会にて調査結果報告を実施 

１．具体的な取り組み内容 

調査結果について、浜通り活性化フォーラム（※）定例会にて報告を行った。 

（※）浜通り地域の賑わい創出を目的とした地域の任意団体（会員には地域の企業、

大学、住民等が在籍） 

 

２．問題となったこと・苦労したこと 

  特段無し 

 

３．工夫した点、特徴等 

調査結果について、グーグルフォームスをツールに使用し、集計結果をグラフ化す

るなど分かり易い明に努めた。浜通り活性化フォーラム会員参加者からは、調査結

果対する質問が相次ぎ、本事業への関心の高さを伺えた。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）配布した調査報告資料  
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⑤ＦＡＭトリップの企画と実施 

１．具体的な取り組み内容 

ＦＡＭトリップを企画し開催を実施した。調査対象地域の浜通り地域は、焼津の水

産業発祥地として歴史と産業文化が根付く焼津市民にとってはアイデンティティや

誇りを抱くかつての中心地域である。他方、焼津市外から見た場合の同地域に対す

る現状の魅力や課題等の評価を得て、出店や居住等の機運を醸成する目的で同ツア

ーの開催に至った。 

＜仕様＞ 

（１）開催日：令和６年１月３１日（水） 

（２）開催時間帯：９：００～１３：００ 

（３）参加者定員：１２名 

   ①申込方法は、焼津市観光協会を事務局とする電話受付 

      ②焼津市ＬＩＮＥでの開催案内 

      ③信用金庫が支援している創業予定者、静岡大学の教授と学生に個別案内 

（４）集合場所：庭の宿帆や（古民家をリノベーションした施設） 

（５）ツアー概要：焼津観光案内人の会によるガイド付き団体行動ツアー形式  

（６）ルート：庭の宿帆や集合（焼津市観光協会様より挨拶 → 内覧） ⇒ マル

ハチ村松（出汁試飲体験、蔵の視察） ⇒ 空き家・空地・（対象３物件の調

査結果説明） ⇒ 川直（鰹の藁焼き体験）⇒ 庭の宿帆や（昼食後解散） 

（７）周知チラシと静岡新聞朝刊記事（令和６年２月１日掲載） 
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ＦＡＭトリップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

焼津観光案内人による浜通りの歴史解説と文化のガイド 

   

 

 

 

 

 

 

鰹のなまり節製造工場での見学 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

鰹の藁焼き体験 

 

２．問題となったこと・苦労したこと 

ＦＡＭトリップ開催時点において、貸出や売却意向がある空き家・空地の所有者（３

物件）は具体的な貸出時期や条件等を持ち合わせておらず、直ちに貸出等可能な状

況ではない為、将来的な時期を前提とした物件紹介に留まらざるを得なかった。 
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３．工夫した点、特徴等 

  参加者１２名から、参加した感想等についてアンケート調査を実施。参加者の属性、

参加目的、参加体験を通じて浜通り地域への期待や課題等の評価を得ることができ

た。総じてＦＡＭトリップの参加体験について好意的な評価を得た。 

 

アンケート回答内容 
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⑥交流会の企画と実施 

１．具体的な取り組み内容 

交流会を企画し開催を実施した。（有識者を招いて、関係機関と地域住民との交流会

開催） 

（１）開催日：令和６年２月１７日（土） 

（２）開催時間帯：９：１５～１２：００  

（３）会場：焼津公民館 

（４）参加者人数：２４名 

（５）以下次第 
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交流会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

有識者による講演会 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 現在リノベーション中の古民家見学  
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２．問題となったこと・苦労したこと 

交流会への参加募集活動に苦慮した。参加意欲の醸成の為、浜通り地域住民への周

知に地域の自治会長に協力を仰ぎ、また地域外の参加者募集には静岡大学の教授に

ゼミ学生の参加要請を実施した。しずおか焼津信用金庫へは、同金庫が支援してい

る創業予定者にも参加を働き掛けた結果、計２４名の参加者にお越しいただいた。 

 

３．工夫した点、特徴等 

講演いただく有識者の選定については、学識者や専門コンサルタントなど幅広い識

者の中から検討を重ねた結果、調査対象地域の浜通りに現存する古民家の再生を実

際に手掛けている建築設計事務所（有限会社松永廣和設計事務所）に依頼する事と

した。同事務所代表兼１級建築士より、古民家再生に係る建築上の技術的な観点や

法規制等について、また古民家再生に特化した同設計事務所の社是や哲学等の側面

から大変貴重な意見や情報提供が成され、浜通り地域が抱える建築上の課題につい

て、即効性と実効性が見込める提案をいただくことが出来た。 

 

（講演会での提案一部抜粋） 

調査対象地域の浜通りは、準工業地域と準防火地域の指定があるので、1㎡でも増築

する際には市役所に届出が必要になる。経年劣化による改修にもこの規制がかかる。

通常は準防火地域以外では規制がないので、浜通り地域の改修にはコストがかさむ

構造＝課題となっている。 

間口が狭い地型が多い浜通り地域では、特に耐震構造の担保が難しい。 

現在国内の空き家率は１５％と推計される中、ドイツやイギリスの空き家率は１％

～５％と低い推移となっている。一因には、日本は構造的に新築優位な価値観や制

度が根付いている事に起因している可能性もある。 

従来からある古い家屋を改修する意欲や意識が希薄な文化が、コロナによるリモー

ト化到来により、通勤や出勤が必ずしも必要では無くなったことにより、地方の古

民家が重宝されるムーブメントが潮流として現在起こきている。令和において、古

民家は残ればゴミ、改修されれば宝となる。 
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（６）取組内容のまとめ 

 ①本取組で得られた成果・知見 

１．複数の関係者からの事業についての理解及び認知 

    実施体制である浜通り活性化フォーラム（水産業は発祥の地である浜通りの賑わい

創出を目的とし、NPO 法人浜の会、地域住民の代表者、地域企業、地元金融機関、

行政、大学生、等々のメンバーから構成される）及び地域住民への個別訪問や説明

会により本事業についての理解が得られ、スムースな運営に繋がった。 

１） 浜通り活性化フォーラムの役員会において事業の説明を実施。 
２） 浜通り活性化フォーラムの役員である自治会長には個別訪問により地域の課題・

問題のヒアリングと今後の調査についての説明を行い、信頼が得られよう接触の

機会を意識して対応した。 
３） 浜通り活性化フォーラムの定例会にて、同会に所属する会員向け説明会を実施し

事業への理解と協力を求めた。進捗状況についても会員を臨時に召集し、報告会

を行い、継続的な協力を仰いだ。 
４） 地域住民を対象に事業についての説明を実施。調査の目的、調査方法、スケジュ

ール等を記載した地域住民（地域全戸）向けの周知文書を配付し、丁寧な説明を

尽くした事により、参加住民から一定の理解が得られた。 
 

  ２．関係者の特性を活かした円滑な事業の推進（連携） 

    事業推進にあたり実施体制のメンバーの特性を活かし、円滑な事業の推進と連携が 

図られ、マッチング推進組織の可能性も確認できた。 

１） 調査は実施体制のメンバーであり、地域の老舗信用金庫に委託したことにより、 
地域住民との面識があり、地域貢献の実績からの信頼や豊富な情報量からもスム

ースな調査及び意向ヒアリングが行われた。 
２） 大学教授及び大学生（静岡大学）の浜通り活性化フォーラムの定例会・報告会の

参加や FAM ツアーの協力を通じて、同世代（若者）に訴求する未利用地の活用

意見創出を受け、ボーダレスな論点発掘に寄与した。 
３） FAM ツアー実施にあたり、実施体制のメンバーの協力により、「浜通り」の歴史

紹介、水産加工所の見学及び水産加工業の体験等を通じて、参加者から水産業発

祥の地である所以と地域の貴重性が評価され、今後のマッチングの可能性に期待

がもてた。今回の FAM ツアーは、信頼金庫の「創業スクール」の創業予定者にも

物件マッチングを提供できる機会となり、今後のマッチング推進組織との連携の

可能性が確認できた。 
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３．調査結果の確認と空地・空き家の活用方法についての講演会実施 

    本事業の調査結果から当初より地域の課題・問題としている点の確認と地域の代表 

    者と有識者の交流会での講演により歴史的価値ある「浜通り」の継承の思いと重要

性、更に地域の課題・問題を古民家再生により解決するという内容に参加者・関係

者から賛同が得られた。 

１）委託業者の円滑な調査実施の結果、２１件の空き家・空地の所有者確認が行われ、

不明土地・空き家はなく、更に周辺に迷惑をかけている物件はなかった。但し、空

地については狭隘道路に面した狭小土地が複数の所有者に分かれており、当初よ

り地域の課題となっていた点が確認できた。 
２）マッチング推進の目的で交流会を実施した。地域の代表者からの水産業発祥の地

である所以と歴史的な貴重性や継承の思いの講演により、参加した地域住民や関

係者の浜通りについての再認識と他地域の方々からの興味を深める機会となった。 
有識者からの講演では、地域の課題・問題である「建築基準法」「景観まちづくり

重点地区」に指定されている点についての説明や能登半島地震を受け、耐震問題

から「建物」についての欧米との考え方の違いにも触れ、古民家再生の魅了につ

いて事例を交えての話はマッチング推進に説得力あるものとなったと確信する。 
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②今後の課題 

  １．事業の継続的な発展に向けた体制づくり 

組織体制において、本事業で計画したタスクの実行に特段支障も無く取り組む事が

できたと考える。また、委託先に地元金融機関を選択した事で、創業予定者や事業

者とのマッチング機会を効率的に得られるなど、連携機関を含めて充足した組織体

制となった。他方、本事業を経て、今後の発展的な取組継続を行う上では、より一層

のマンパワーや専門性等を有した組織体制が必要不可欠と感じている。専門の組織

や人材を確保する為の解決手段を自前で擁立する事は極めて困難と考える。 

本事業の取組テーマを実現する為には、これまでの賑わい創出のためのイベント事

業に加え、空地・空き家を解消するために専門性を有する担い手が連携して取り組

む組織作りが重要と感じている。 

 

２．金融機関とも連携した資金調達及びマッチングの促進 

本事業を皮切りに後継事業に取り組むと仮定した場合、事業単体で収益事業とはな

り難く、資金調達が課題となる。この為、継続的な公的支援や金融支援、ファンド、

クラウドファンディングなど多様な資金源泉確保を実現する必要がある。 

既存事業者及び創業者の出店に繋げるマッチングには、プッシュ型支援が有効と考

える。この意味で、金融機関、商工会議所の顧客や会員のデータバンクと連携する

事でマッチング機会と頻度が高まると考える。また、住宅地として移住や建替えニ

ーズにも金融機関との情報連携は効果的な手段になり得る。個人情報保護の観点に

留意しながら、取組を進めていく必要がある。 
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③今後の取組予定・見通し 

１．まちづくり機運を高める交流会の実施 

１月のＦＡＭトリップ実施後、参加者と地域住民等を対象とした「交流会」を２月

１７日（土）に開催した。対象地域に現存する古民家のリノベーションを行い、古

民家宿泊施設に改修した実績を持つ設計事務所から、社長兼１級建築士を招き、古

民家再生に係る建築上の技術的な観点や法規制等について、また古民家再生に特化

した同設計事務所の社是や哲学等の側面から基調講演を行っていただき、その後地

域の自治会長による浜通りの歴史や現状課題等についての説明があり、併せて参加

者との意見交換も行った。地域住民と地域外の参加者との交流機会を設ける事によ

り、対象地域の価値観（歴史や文化、産業、風情等）に感銘や共感を抱く参加者の

機運醸成に繋げる事が出来れば、将来のマッチングの創出や出店、移住等の実現を

後押しする一助になると見込んでいる。 

 

２．空き家・空き地と出店希望者等とのマッチングの仕組みづくりを検討 

まずは目に見える形でマッチングの実績を構築していくことが考えられる。その成

果を踏まえながら、平行して事業期間を定めた事業計画の立案が必要と考える。 

年次ごとに実現目標とKPI値を定め、その達成度合いと係る成果を客観的に評価測

定できる「焼津浜通りモデル」のようなガイドラインと仕組みづくりが重要と考え

る。（浜通り活性化フォーラム等協議会でコンセンサスを得ながら丁寧に進める） 

また、対象地域の住民には高齢者が多い為、本人への説明は勿論、その家族の意向

も踏まえ、寄添った対応を行いたい。 

 

以上 


